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清
雲
俊
元
先
生
は
、
山
梨
郷
土
研
究
会
理
事
長
・
山
梨
県
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
・
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
山
梨
県
学
術
委
員
会
委

員
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
学
会
き
っ
て
の
重
鎮
で
あ
り
、
郷
土
研
究
の
深
化
と
発
展
、
文
化
財
の
保
存
等
を
通
じ
て
山
梨
の
文
化
向

上
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
一
九
九
六
年
に
理
事
長
に
選
出
さ
れ
た
山
梨
郷
土
研
究
会
に
お
い
て
は
、
会
員
の
増
強
、
研
究
者
の
育
成
、
文
化
財
・
歴
史

環
境
の
保
護
運
動
、
県
立
博
物
館
建
設
構
想
の
推
進
を
就
任
当
初
か
ら
目
標
に
掲
げ
て
着
々
と
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
講
演
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
隣
地
研
究
会
、
県
外
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
、
新
た
な
事
業
の
実
施
・
定
着
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
に
招
聘

し
た
講
師
は
木
村
礎
・
網
野
善
彦
・
色
川
大
吉
・
永
原
慶
二
・
五
味
文
彦
各
氏
な
ど
当
代
一
流
の
歴
史
学
者
で
あ
り
、
広
く
日
本
全
体
を

見
据
え
た
そ
の
講
演
は
県
内
の
郷
土
研
究
者
に
日
本
史
の
中
に
甲
斐
の
歴
史
・
文
化
を
位
置
付
け
て
評
価
す
る
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る
な

ど
、
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

清
雲
先
生
の
穏
や
か
な
が
ら
も
時
と
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
を
醸
し
出
す
お
人
柄
と
豊
か
な
発
想
力
は
、
真
言
宗
の
名
刹
放
光
寺
の
住

職
を
弱
冠
三
十
歳
に
し
て
引
き
継
ぎ
、
甲
州
霊
場
巡
礼
の
会
、
精
進
料
理
、
七
福
神
め
ぐ
り
な
ど
を
企
図
し
て
、
寺
の
経
営
改
善
に
奔
走

さ
れ
た
試
練
の
日
々
を
と
お
し
て
育
ま
れ
た
も
の
と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
研
究
へ
の
素
養
と
情
熱
も
、
甲
斐
源
氏
一
族
の

安
田
義
定
が
創
立
し
、
国
・
県
指
定
の
諸
仏
を
安
置
す
る
放
光
寺
に
生
れ
育
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
幼
少
の
頃
か
ら
培
わ
れ
た
の
で
は
な
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い
で
し
ょ
う
か
。

　

理
事
長
を
退
任
さ
れ
る
直
前
ま
で
郷
土
研
究
会
の
行
く
末
を
案
じ
、
研
究
会
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
事
業

の
見
直
し
な
ど
を
進
め
ら
れ
た
そ
の
力
量
と
信
念
、
そ
し
て
行
動
力
に
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
理
事
長
と
し
て
の
任
期

は
二
九
年
の
長
き
に
及
び
、
二
〇
〇
〇
年
に
会
長
に
就
任
し
た
私
が
今
日
あ
る
の
も
、
先
生
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
間
、
先
生
は
山
梨
県
教
育
委
員
長
や
真
言
宗
智
山
派
議
長
も
務
め
ら
れ
生
活
は
多
忙
を
極
め
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
郷
土

研
究
を
中
心
と
し
た
諸
業
績
に
よ
り
二
〇
〇
二
年
に
山
梨
県
県
政
功
績
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
に
続
き
、
二
〇
〇
四
年
に
社
会
功
労
章

（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）、
二
〇
一
五
年
に
は
旭
日
雙
光
章
を
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。
清
雲
先
生
が
本
年
七
月
二
十
六
日
に
卒
寿
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
、
そ
の
ご
功
績
を
讃
え
る
べ
く
先
生
の
学
恩
を
受
け
た
者
一
同
で
あ
い
計
ら
い
、
昨
年
一
月
二
十

一
日
に
清
雲
俊
元
先
生
卒
寿
記
念
論
集
刊
行
会
を
立
ち
上
げ
、
郷
土
研
究
に
焦
点
を
当
て
た
論
集
を
編
集
・
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

文
献
・
考
古
・
民
俗
・
美
術
・
宗
教
各
分
野
の
研
究
者
三
七
名
が
執
筆
す
る
論
集
の
刊
行
は
山
梨
県
内
で
は
こ
れ
ま
で
例
が
な
い
も
の

で
あ
り
、
調
査
・
研
究
や
文
化
財
の
保
護
運
動
な
ど
を
通
じ
て
先
生
と
親
交
の
あ
っ
た
方
々
が
い
か
に
多
い
の
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い

ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
論
文
の
内
容
は
実
に
多
岐
に
わ
た
り
、
論
集
の
構
成
を
検
討
す
る
の
も
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
出
版
を
請
け
負
っ

て
い
た
だ
い
た
高
志
書
院
の
濱
久
年
社
長
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
「
Ⅰ　

郷
土
研
究
の
視
座
」「
Ⅱ　

信
仰
の
世
界
」「
Ⅲ　

中
世
史
研
究
」

「
Ⅳ　

文
化
・
芸
術
・
技
術
」
の
四
部
構
成
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
書
名
の
『
甲
斐
の
郷
土
史
』
は
、
ま
さ
に
清
雲
先
生
の

歩
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
人
生
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
刊
行
が
山
梨
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
の
郷
土
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

先
生
は
今
も
な
お
、
共
著
『
真
言
宗
智
山
派　

放
光
寺
』
の
改
訂
版
出
版
を
志
す
な
ど
多
忙
の
毎
日
を
お
過
ご
し
で
す
が
、
益
々
の
ご
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壮
健
と
後
進
の
ご
指
導
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
　
　

令
和
七
年
五
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
雲
俊
元
先
生
卒
寿
記
念
論
集
刊
行
会
世
話
人
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
郷
土
研
究
会
会
長　

野
口 

英
一


